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論点No.225

津波対策 －敷地に遡上する津波の敷地内滞留時間と敷地内作業の成立性－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第21回ワーキング
（2022.7.29）で議論

防潮堤を越えて敷地に流入（遡上）する
津波として、標高＋24ｍの津波を想定
しているとのことだが、海水がどの程度
の時間、敷地内に滞留すると評価している
のか。また、流入する水や砂により、
可搬型設備を用いた事故対処ができなく
なることはないのか。

○可搬型設備の保管場所及び活動場所の高さと津波高さとの関係

標高+24mの津波が襲来した際の敷地の状況（イメージ）

○敷地に流入した津波の排水

排水路逆流防止設備の構造

•防潮堤を越えて敷地に流入（遡上）する津波として想定する標高+24mの津波が
襲来した際、敷地の浸水深は約1m（標高+9m）であり、標高+11m以上の敷地
には到達しない。

防潮堤を越えて敷地内に流入した津波
は、構内排水路及び防潮堤に設置する
排水設備により４時間未満で排水可能
であること、また、可搬型設備による
原子炉への注水等の必要な活動は、遡
上した津波が到達しない高所で実施す
ることを確認。

•可搬型設備の保管場所は標高+23m及び標高+25mの高所

•可搬型設備を使用した原子炉への注水は、標高+11mの水源及び接続口を用いて
実施可能であり、対応に際して津波により流入する水や砂の影響は受けない。

可搬型設備保管場所

水源（西側淡水貯水設備）
高所接続口（西側・東側）

•防潮堤の内側に流入した津波は、構内排水路及び防潮堤に設置する
フラップゲート（逆流を防止する機構を持った排水口）によって排水
することができる。

•標高+24mの津波による流入量であれば、防潮堤のフラップゲートのみ
でも４時間未満で排水可能な排水容量を有する。

•構内排水路からの津波の流入を防止するため、防潮堤の地下部を横断
する場所に逆流防止設備を設置

側面図 正面図

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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